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崎大学 2000: 13-14）。 























































































































































表１ 各学部ＡＯ入試の募集人員と選抜方法（平成 15 年度） 




























なし A B A B なし なし 
選抜 
方法 A  
選抜 
方法 B 
募集人員 5 6 5 5 5 4 2 4 1 5 10 9 9 


































卒業者，平成 14 年度の卒業見込者 ○    ○  ○   
平成 13 年４月以降の卒業者，平成 14
年度の卒業見込者 
  ○ ○    ○  
平成 14 年３月以降の卒業者，平成 14
年度の卒業見込者 
        ○
高等学校，中等
教育学校 






卒業者，平成 14 年度の卒業見込者  
（工業に関する教科・科目の 20 単位
以上修得者，平成 14 年度修得見込者）
     ○    
修了者，平成 14 年度の修了見込者 ○    ○  ○   
高等専門学校
第 3 学年 平成 13 年４月以降の修了者，平成 14
年度の修了見込者 
  ○ ○    ○  
修了者，平成 14 年度の修了見込者 ○    ○     外国の学校（12
年の課程） 平成 14 年度の修了者・修了見込者  ○ ○       
修了者，平成 14 年度の修了見込者 ○    ○     
在外教育施設 
平成 14 年度の修了者・修了見込者  ○ ○       
有資格者，平成 14 年度の資格取得見
込者 





平成 14 年度の資格取得者，平成 14
年度の資格取得見込者 
 ○ ○       
大学入学資格
検定 
合格者，平成 14 年度の合格見込者 ○    ○     







表３ 各学部ＡＯ入試の出願書類（平成 15 年度） 
学部 工 医 
学科 
































































       
注１：出願者は上記の書類の他に，入学志願票，調査書，健康診断書等を提出する必要がある。 





































 平成 15 年度ＡＯ入試の募集人数，志願者
数，倍率，１次合格者数及び最終合格者数は
表 5 の通りである。倍率は医学部の 22.9 倍か
ら工学部の 1.0 倍まで広範囲である。 
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表４ ＡＯ入試の実施日程（平成 15 年度） 
学 部 工 医 
学 科 






出願期間 9/13～19 9/24～30 11/20～26 
第１次選考 
結果通知 



















表５ 各学部ＡＯ入試の結果（平成 15 年度）  
学部名 課程・学科 募集人数 志願者数 倍率 １次合格者数 最終合格者数 
教員  5  70  14.0  16  8 
教育 
情報  6   8   1.3   8  6 
歯  5  30   6.0  20  5 
経済  5  27   5.4  12  5 
材料工  6   6   1.0   6  6 
工 
応用化  5   5   1.0   5  4 
水産  5  51 10.2  18  6 
医 医 10 229 22.9  50 10 
環境科学 18  36  2.0  36 16 
































































































































































































３）平成 14 年４月から平成 15 年３月までの
人数を示した。 
４）学力の定義に関しては，国語辞典類（新
村出 1998; 松村明 2000），教育学事典







































店: 478．  
細谷俊夫ほか編，1978，『教育学大事典』第
一法規: 314-318． 
松村明編，2000，『大辞林』（第２版）三省堂: 
453． 
 
付記 
 本稿の執筆分担は１及び２が南部，３及び
４が佐藤，５が大作であり，最終的に３人で
内容の調整を行った。 
 
